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研究成果の概要（和文）：初年度は低未利用地の暫定利用手法や制度について調査し、準公園化の検討・まちな
かネットワーク案の作成・空き家活用によるシェアハウス・シェアキッチンを実施した。次年度は準公園の実施
および空き家活用について実践的に活動、芝生広場を中心に複数の低未利用空間活用をつなげ、各まちづくり関
係者と住民・行政との交流を促進した。同時に、空間活用モデルプランの作成を前倒しして「宇部市中央町グラ
ンドデザイン」を発表した。３年度は、コロナ禍に伴い路上実験活動（open street UBE）、常盤通り道路空間
再編社会実験（TOKIWAIKOT）を実施した。これは、当初計画した社会実験の集大成にあたる。

研究成果の概要（英文）：In the first year, we investigated the provisional use technique and system 
of the low-unused properties, then tried to make them utilize as a semi-public park and carried out 
a share house/share kitchen. To organize the utilization activities, we proposed the Machinaka 
(central town) network. In the second year, we conducted the experiment of actual utilization of the
 semi-public park and the share house/share kitchen. Furthermore, we confirmed that above 
utilization activities expand to the neighborhood area through the existing turf open space next to 
our site by looking at two new facilities opened facing the open space. Additionally, we issued the 
Grand Design of Central Town UBE in advance of schedule. In the last year, we carried out the public
 street utilization activity for COVID-19 called “Open Street UBE” and the social experiment of 
road space reorganization at Tokiwa Street titled TOKIWAIKOT. These two projects are the compilation
 of our research and experiment.

研究分野： 都市デザイン、建築デザイン

キーワード： 低未利用空間　暫定活用　仮設デザイン　エリアマネジメント　官民連携
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本課題の発展形として、街路空間と建築空間との「一体型滞在快適性向上」をテーマとした新しい課題に引き継
ぐ形で、基盤研究（B)に採択され、連続的に研究を進展させているところである。この新課題も含め、本研究が
中心市街地の低未利用空間の活用のみならず、沿道の建築と一体となって、市街地の活性化に寄与することが目
的であり、重要な意義であると認識している。またコロナ禍において、路上などの屋外空間活用の知見が求めら
れた点においても、上記社会実験を通じて知見の蓄積が出来たことも意義深いと考える。
　発表論文は、研究期間内に雑誌投稿4編（内査読2編）、口頭発表23編（内国際学会6編）を行った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
人口減少に伴い、都市をコンパクト化する過程で、空き地・空き家など「スポンジ状」の低未

利用空間が生じ、この状態が長期間続くことが予想される。低未利用空間を暫定活用する事によ
り、都市空間の魅力を保ちつつ、時間をかけて、あるべき都市の姿を実現する必要１）がある。近
代都市計画の理論は、産業革命以降に都市部への人口流入に伴う、都市拡張、高蜜度化等の課題
解決が主目的であった。一方現代日本では、人口減少等により都市が縮退期を向かえ、特に地方
都市において、空き地や空き家などの低未利用空間が顕在化した現状に対して、都市計画理論が
及ばない点が指摘されている 2)。 
この危機感から、建築学会では 2015 年、人口減少時代の都市計画方法論やまちづくり制度に

関する協議会 2)が開催され、都市計画学会では、翌 2016 年 7 月の学会誌 3)で「都市空間の暫定
利用」が特集された。国交省でも人口減少時代の都市再生に係わる調査 1)4)5)がなされ、共通して
i)低未利用の公有地・私有地（以下公私領域）をエリア全体で活用する手法と ii)法制度改革を含
む官民連携体制確立を今後の課題としている。各地で社会実験が試みられてきたが、「公私領域
を一体的に活用する」という概念や法制度が整理されていないことがボトルネックとなり課題
解決に至っていない。 
 
２．研究の目的 

本研究では、仮設デザインの柔軟性に着目し、社会実験イベント等を通して、地方都市の中心
市街地に生じた空き地や空き家等を「公的に」活用することで地域の活性化に寄与する。具体的
には①公有地(道路や広場)と私有地（空き地等）との境界を跨いだ連続的活用の手法を見出すこ
と、②個々の空間利用提案に終わらず、点在する低未利用空間をエリア全体として捉え、ネット
ワーク化や運用手法、法制度の側面からも考察を重ねること、以上 2 点に重点を置き、エリア価
値の創出や他の地域にも適用できる汎用的な知見を獲得し、全国の地方都市に共通する課題解
決への波及効果を目指す。 
 
３．研究の方法 
本研究は都市の縮退過程における空き地・空き家等の暫定活用に関する実践的研究である。研

究は以下の手順で行う。 
（1)対象地のスポンジ状都市空間の実態調査 

まず対象地に点在する空き地などの低未利用空間を種別（土地の属性）ごとに調査し、実態を
把握・整理すると同時に、活用ポテンシャル分析を行なう。 
（2)対象空間と（暫定利用手法・担い手等）活用アイデアの整理 

応募者らがこれまで実践してきた手法の整理とともに、公民学連携による TMO など「新たな公
共の担い手」の組織づくりを行なう。同時に、既往研究の整理、全国の類似した取り組みの調査
を行い、活動・手法の普遍性発展性を明確化し、暫定活用による対象空間の持続可能な取組み（運
用・活用・デザイン）の方針決定を行なう。 
（3)社会実験イベントの継続的・反復的開催による知見の蓄積・体系化 

コンテナやパラソル等の仮設物を賑わいアクティビティ創出を意図して設置し、その効果を
みる実験イベントを繰り返しながら、人々の動きや感想を毎回調査し、知見の蓄積と体系化を行
なう。得られた知見を他地域や同地区の次回のまちづくり活動へ適用することで、より汎用的な
知見の獲得を目指す。 
 
４．研究成果 
（1）活動の概要 

初年度は低未利用地の暫定利用手法や制度について調査し、準公園化の検討・まちなかネット
ワーク案の作成・空き家活用によるシェアハウス・シェアキッチンを実施した。低未利用地の状
況については、駐車場（時間貸・月極・専用）空き地・空き家等、調査した結果を属性ごとに地
図にプロットし、状況を可視化した。その中で活用の効果が高いと考えられる空き家（空き店舗）
とそれに隣接する空き地の所有者と交渉し、上記のシェアハウス・シェアキッチンと準公園化を
実現した。 

次年度は準公園の実施および空き家活用について実践的に活動、芝生広場を中心に複数の低
未利用空間活用をつなげ、各まちづくり関係者と住民・行政との交流を促進した。具体的には、
上記シェアハウス開業の影響で、準公園化した芝生広場と、既存の芝生広場（宇部市が借上げ済）
に隣接する空地に、スタートアップ施設（宇部市が借地の上に建設）と民間店舗が開業し、中心
市街地活性が顕在化した。同時に、初年度に調査した結果等をまとめ、中心市街地の現状を踏ま
えた空間活用モデルプランの作成を前倒しして「宇部市中央町グランドデザイン」（全 82 頁）と
して冊子を作成し発表と同時に、宇部市に対して提言を行った。 

３年度は、コロナ禍に伴い路上実験活動（open street UBE：http://openstreet-ube.com/）、
常盤通り道路空間再編社会実験（TOKIWAIKOT：https://walkablecity-ube.com/）を実施した。



これらは、宇部市と街づくり会社および大学が中心となって実行委員会を立ち上げ、沿道の飲食
店や商工会議所等と連携した公学民（TMO）による試みで、当初計画した社会実験の集大成にあ
たる。 

 
（2）成果発表 

発表論文は、宇部市に限らず地域活性やにぎわい創出に関係すると考えられるテーマを歴史
的検証も含めて幅広く取り上げ、研究期間内に雑誌投稿 4編（内査読 2編）、口頭発表 23 編（内
国際学会 6 編）を行った。上記査読論文 2 編が最終年度の成果（3 年度末に掲載決定）であり、
研究の大部分は 3年度で終了していたが、掲載誌（日本建築学会技術報告集 2022 年 6 月号掲載）
の事情により 4 年度（2022 年度）までの期間延長となった。またこの延長期間を活用して、デ
ータ整理等研究の発展的継続のための作業を行った。 

 
（3）研究成果の拡張 

本研究成果の拡張として、街路空間と建築空間との「一体型滞在快適性向上」をテーマとした
新しい課題に引き継ぐ形で、基盤研究（B)に採択され、連続的に研究活動を進展させているとこ
ろである。この新課題も含め、本研究が中心市街地の低未利用空間の活用のみならず、沿道の建
築と一体となって、市街地の活性化に寄与することが目的であり、重要な課題解決であると認識
している。またコロナ禍において、路上などの屋外空間活用の知見が求められた点においても、
上記社会実験を通じて知見の蓄積が出来たことも意義深いと考える。 
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